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Abstract
The first purpose of this study was to confirm that the trust of middle and upper-middle aged people was higher than young people. 
The second purpose was to examine the relationships between trust and the higher brain function, and the satisfaction for the interper-
sonal relationship. Participants in the elder group were 304 middle and upper-middle people who were living in a rural community, 
and the participants in the younger group were 270 college students. The result indicated the trust for message of the other was higher 
in the elder group than younger group. In the elder group, it was found that the higher trust for the message of the other was, the high-
er the performance of Stroop task, D-CAT, and the letter and verbal fluency tests were. Furthermore, the more the participants were 
satisfied about the interpersonal relationship, the higher trust for the message of the other was. However, it was not indicated that the 
correlation between the trust and the satisfaction for support by friend.
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1.  高齢者の信頼感に関する研究

　近年、振り込め詐欺などの犯罪が増え、社会的問題と

なっている。とくに、情緒面に訴えかけるオレオレ詐欺

では高齢者がターゲットになりやすい（平成 20 年版国

民生活白書）。高齢者が詐欺の被害者となりやすい理由

として、永岑・原・信原（2009）は高齢者が他者に対し

てもつ高い信頼感を挙げている。つまり、高齢者は相手

の発した情報を簡単に信頼してしまうため、騙されやす

い。しかし、初対面の他人に対する一般的信頼が高い人

ほど、本当に信頼できる人かどうかといった他人の信頼

性を正しく検知できるとする指摘がある（山岸，2008）。
これらのことから、具体的な方向性は定かでないが、高

齢者の信頼感は騙されやすさと関連する重要な要因であ

る。騙されるということは他者が意図的に伝達した真実

でない情報を真実として信じることであり（箱田・仁平，

2006）、本研究では、騙されやすさとの関連から他者の発

言に対する信頼感について検討した。本研究における具

体的な目的は、第一に高齢者の他者の発言に対する信頼

感が高いことを確認することであり、第二は、そうした

信頼感を規定する要因について検討することである。

　信頼感は社会に適応するうえで重要な心理的要因であ

る。天貝（1995）は信頼感を「自分あるいは他人に対し

て抱く信頼できるという気持ち」と定義し、自分への信頼、

他人への信頼、不信の 3 次元からなる信頼感尺度を開発

した。これら３次元のうち、他人への信頼は他者に対し

て信頼を抱くという点で、他者の発言に対する信頼感と

最も関連が強い。天貝（1997）は信頼感の発達的変化に

ついて、成人期以降、自分に対する信頼が安定的である

のに対して、他人への信頼は男性が 50 歳代で最も高く、

その後、若干低下する傾向にあり、女性が 40 歳代以降増

加することを示している。また、不信は男女共に 60 歳代

以降で最も高くなるが、他人への信頼と不信との関係は

高齢者において独立した関係にあることが示されている

（天貝，1997）。これらのことは、加齢に伴い他人への信

頼感は増加することや、そうした傾向が女性において顕

著であることを意味する。また、青年期を含めた研究（天

貝，2001）では、信頼感尺度（成人版）の 18 項目につい

て年代間の比較を行い、高齢者は若年者よりもすでに構

築された他者との関係に対する信頼感が強かった。そこ

で、本研究では、加齢に伴い一般的な信頼感が増加する
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ことから、他者の発言に対する信頼感も増加すると考え、

高齢者は若年者よりも他者の発言に対する信頼感が高い

と予想した（仮説 1）。
　本研究における第二の目的は、高齢者の信頼感を規定

する要因について検討することである。本研究では、加

齢に伴い変化する最も顕著な内的要因として脳機能に注

目した。脳機能のうち、とくに前頭葉と関係が深い高次

脳機能は加齢の影響を受けやすい。高次脳機能は注意や

記憶、言語などの認知機能を含み、適切な思考、判断、

行為をする上で重要な役割を果たす。このことは、高次

脳機能は適切な社会的判断の基盤をなすことを示唆して

いる。村井（2009）は高次脳機能障害の患者に感情のコ

ントロールができず、そうした患者の多くは腹内側前頭

前皮質に損傷があることを報告している。また、前頭葉

内側部損傷は社会的活動や意思決定に強く関係している

ことも報告されている（小早川・鶴谷・河村，2008；鈴

木，2008）。信頼感は社会的知能の一部であり、一般的な

他者に対する信頼感が高い人は他者の情報に対して敏感

で、他者の行動を正確に予測できるため、適切な社会的

判断が可能である（山岸 , 2008）。このことは高次脳機能

が高い人ほど他者への信頼感が高いことを示唆している。

それゆえ、高齢者の信頼感について、高次脳機能が高い

人ほど他者の発言に対して高い信頼感を示すと予想でき

る（仮説 2）。
　つぎに、高齢者の信頼感を規定する他の要因として対

人関係に注目した。満足できる対人関係や友人関係を有

する人は、自己以外に信頼できる他者の存在を知覚する

機会が多いため、一般的な他者に対しても高い信頼感を

抱きやすい。永田・岡本（2008）は、他者との葛藤や危

機をとおして、その関係や出来事を意味があると認識で

きることや、それが他の一般的な関係にも普遍化される

関係を発達的な関係と定義し、そうした関係を有する人

はそうでない人よりも他者への信頼感が高いことを示し

ている。このことは、満足度の高い関係や良好な人間関

係を形成することが信頼感を促すことを意味する。また、

関係性の発達は社会的な成熟を意味し、それは社会的知

能の一種である。社会的知能の高さが信頼感を促す可能

性があることからも、満足できる対人関係や友人関係を

有する人はそうでない人よりも他者に対する信頼感が高

いだろう（仮説 3）。

2.  方法

　参加者のうち、高齢群は北海道 Y 町の住民で、生活調

査票に含まれる本研究で用いた項目に回答し、住民検診

を受診した 304 名（男性 179 名、女性 125 名）であった。

高齢群における年齢の分布は 39 ～ 89 歳で、平均年齢は

64.6 歳（SD = 10.98）であった。若年群は東海地方にある

4年制大学の学生で、回答に不備のない 270名（男性 115名、

女性 155 名）を対象とした。若年群における年齢の分布

は 18 ～ 31 歳で、平均年齢は 18.89 歳（SD = 1.44）であった。

2.1 手続き

　高齢群の調査では、調査者が 2009 年 7 月に生活調査票

を郵送し、8 月 28 日から 30 日に実施された住民検診を受

診する際、持参するよう求めた。また、高次脳機能につ

いては、調査者が住民検診における検査で測定した。若

年群の質問紙への回答について、調査者が大学での講義

終了後に質問紙を配布し、参加に同意できる人のみ回答

するよう求め、その場で回収した。

2.2 質問項目

　本研究では、他者の発言に対する信頼感について測定

するため、「見ず知らずの人の話は疑って聞く（逆転項目）」

「知り合いの人の話は信用できる」「家族の話は全く疑わ

ない（逆転項目）」について 4 点尺度で回答を求め、それ

らの合計得点を信頼感得点とした。次に、生活調査表の

項目のうち、高齢者の対人関係に関する満足度として「人

間関係に満足していますか？」、友人関係によるサポー

トの満足度について「友人たちの支えに満足しています

か？」という 2 項目を用いた。両項目は、「全く不満（1）」
～「非常に満足（5）」の 5 点尺度であった。

2.3 高次脳機能検査課題

　本研究では、2009 年に実施された住民検診で用いた認

知機能検査バッテリのうち、記憶機能を測定する検査項

目として Wechsler 記憶検査の散文記憶課題を用いた。こ

の課題では、調査者が 25 のユニットからなる文章を 2 回

読んで聞かせ、その直後に参加者がその文章を自由に再

生する。課題の得点は１つのユニットに対する正答につ

き 1 点で、最低が 0 点で最高が 25 点である。

　空間認知機能を測定するための課題として Money 道路

図検査を用いた。この課題は練習思考と本試行からなり、

2 cm 幅の線分を道路と見立て、練習思考では 4 箇所の曲

がり角、本試行では 12 箇所の曲がり角がある。被検査者

は各曲がり角で左右のどちらに曲がればよいかを答える。

この課題の得点は 1 つの正答につき 1 点で、最低が 0 点

で最高が 12 点である。

　注意機能と実行系機能を測定するための課題として

Stroop 検査を用いた。この課題は 5 行 8 列の赤・青・黄・

緑色のインクで描かれたドットからなるドット図版と、

その 4 色のインクで描かれた漢字からなる Stroop 図版が

あり、Stroop 図版では漢字の読みとインクの色が一致し

ないように配置されている。被検査者は両図版のインク

の色をできるだけ早く正確に回答するよう求められる。

この課題では、すべてのインクの色に回答するまでの反

応時間を測定した。

　情報処理速度、注意機能と実行系機能を測定するため、

D-CAT 検査を実施した（八田・伊藤・吉崎，2001）。この

課題は、ランダムに配置された一桁の数字の列を順番に

見て、参加者が 1 分間のうちにその中から指定された数

字を探して抹消するというものである。指定される数字

は「6」だけの場合と「8」「3」「7」の 3 文字の場合があり、

被検査者はこれらの両試行を行った。この課題では、正
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しく検索された数字の個数を 1個につき 1点とした。また、

検索した数字の全体数のうち検索されずに見落とされて

いた数字の割合を見落とし率とした。

　言語機能を測定するための検査として、文字流暢性課

題と意味流暢性課題を用いた。文字流暢性課題は 1 分間

のうちに「あ」または「か」のいずれかの文字から始ま

る普通名詞について、意味流暢性課題は 1分間のうちに「ス

ポーツ」と「動物」のいずれかのカテゴリーに属する対

象について、重複を避けてできるだけ多く回答するとい

うものであった。被検査者は文字流暢性課題と意味流暢

性課題を行い、ランダムに割り当てられたいずれかの文

字とカテゴリーについて回答した。両課題において、重

複した反応を除いた反応数を 1 個につき 1 点とした。

3.  結果

3.1 他者の発言に対する信頼感

　本研究では、他者の発言に対する信頼感の発達的変化

を検討するため、他者の発言に対する信頼感を測定した 4
項目の合計点について高齢群と若年群を比較した。その

結果、高齢群は若年群よりも有意に信頼感得点が高かっ

た（t (572) = -6.15, p < .01; M = 9.50 vs. 8.69）。

3.2 信頼感と高次脳機能

　他者の発言に対する高齢者の信頼感と高次脳機能との

関連について調べるため、高齢群における信頼感得点と

高次脳機能検査の各課題得点を要因とする相関分析を

行った。分析の結果は、信頼感得点がドット図版におけ

る反応時間や D-CAT における見落とし率と有意な負の相

関関係にあり、文字流暢性と意味流暢性の両得点と有意

な正の相関関係にあることを示している（表 1）。

3.3 信頼感と対人関係

　対人関係と友人関係によるサポートの満足度に関する

項目得点について、「全く不満（1）」と「不満（2）」を不

満群、「どちらでもない（3）」を中間群、「満足（4）」と

「非常に満足（5）」を満足群とし、対人関係要因と友人関

係要因を設けた。つぎに対人関係における満足度が他者

の発言に対する信頼感に及ぼす影響を調べるため、信頼

感得点を従属変数、対人関係要因と友人関係要因を独立

変数とする分散分析を行ったところ、対人関係要因の効

果は有意であったが（F (2, 301) = 4.76, p < .01）、友人関係

要因の効果は有意でなかった（F (2, 301) = .616, n.s）。図 1
に示したように、対人関係における満足群は中間群と不

満群よりも他者の発言に対する信頼感が高かった。ただ

し、対人関係要因の不満群は 17 名、友人関係要因の不満

群は 4 名しかいなかった。そこで、相関分析を行ったと

ころ、対人関係の項目得点と信頼感の項目得点間にのみ

有意な正の相関関係が示された（r = .18, p < .05）。

4.  考察

　本研究の目的は、高齢者が騙されやすいことの原因と

して、高齢者の他者の発言に対する信頼感とそれを規定

する要因について検討することであった。そこで、本研

究では、他者の発言に対する信頼感について高齢者と若

年者を比較した。その結果、高齢者は若年者よりも他者

の発した内容を疑わず、信頼しやすいことが明らかとなっ

た。このことは、高齢者は他者の発言に対する信頼感が

高いことを示しており（仮説 1 を支持）、加齢に伴い他者

の発言に対する信頼感は増加する傾向にあることを示唆

している。

表 1：信頼感と高次脳機能検査課題得点との相関分析

1 2 3 4 5 6 7

1. 信頼感

2. MMSE .068

3. ドット図版 -.160 * -.314 **

4. Stroop図版 -.09 -.297 ** .745 **

5. D-CAT（作業量） .071 .238 ** -.547 ** -.511 **

6. D-CAT（見落とし率） -.193 ** -.165 ** .208 ** .263 ** -.098

7. 文字流暢性 .119 * .186 ** -.325 ** -.288 ** .333 ** -.120 *

8. 意味流暢性 .208 ** .218 ** -.431 ** -.394 ** .456 ** -.169 ** .358 **

図 1：対人関係が信頼感に及ぼす影響
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中間群
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　つぎに、本研究では、高齢者の他者の発言に対する信

頼感を規定する要因について検討した。第一の要因は前

頭葉機能で、これが高いほど他者に対する信頼感も高い

と考えた。分析の結果は、高齢者の信頼感が高いほどス

トループ課題に要する時間が短く、D-CAT における見落

とし率が低く、文字と意味の両流暢性課題の成績が良い

ことを示しており、総じて高次脳機能が良好であるほど

信頼感が高いことを示唆するものであった（仮説 2 を支

持）。ただし、散文記憶課題や Money 道路図検査に関して、

信頼感との関連は示されなかった。これらの結果は、記

憶課題が前頭葉よりも側頭葉との関連が深いとする脳画

像による資料（Hatta et al., 2008; 2009）や Money 道路図検

査は右半球の頭頂葉機能を反映するものであり、個人の

注意機能や実行機能を担う前頭葉機能との関係が希薄で

あることの反映と考える。

　他者の発言に対する信頼感を規定する要因は脳機能以

外にもある。本研究では、信頼感は満足感の高い人間関

係において機能すると考え、信頼感と対人関係や友人関

係によるサポートの満足度との関連について検討した。

分析の結果、対人関係への満足が高い人はそれが中程度

の人や不満を感じている人よりも他者の発言に対する信

頼感が高かったが、友人関係によるサポートの満足度に

よる影響は示されなかった（仮説 3 を部分的に支持）。そ

れゆえ、一般的に他者との関係に満足している高齢者は、

他者の発言を信頼できると判断する傾向がある。

　本研究の結果は、高齢者において他者の発言に対する

信頼感が高いことを示しており、それゆえ信頼感の高さ

が騙されやすさと関連する可能性がある。しかし、本研

究は信頼感と騙されやすさの関係を直接検討していない

ため、信頼感が高いほど騙されやすいとは限らない。そ

の理由として、本研究の結果は、高齢者において高次脳

機能が良好なほど信頼感が高いことを示しており、高次

脳機能は高齢者の信頼感を規定する要因の一部と考える

ことができる。もし、高次脳機能が適切な社会的判断を

促すならば、高次脳機能が高いほど、信頼感は高く、騙

されにくいと考えることができる。今後の課題は脳機能

や信頼感と騙されやすさとの関連について検討すること

である。

　つぎに、本研究の結果は若者より高齢者において信頼

感が高く、その信頼感は脳機能検査の成績と正の相関関

係にあることを示しているが、高次脳機能は加齢ととも

に低下していくことから、これらの要因間の関係に矛盾

が生じる。しかし、信頼感を規定する要因は脳機能や対

人関係のほかにも考えられ、とくに本研究の若年群は青

年期であり、発達段階において信頼感の規定因が変わっ

ていくことも考えられる。今後の課題は、発達段階ごと

に信頼感を規定する要因を明らかにすることと、加齢に

伴う要因の変化について検討することである。
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